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令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 本太中学校 ）     学校番号 ２０５                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 生徒・教職員一人ひとりの自己実現を図る学校        

          

重 点 目 標 

１ 自ら進んで考え、表現し、学びを活用できる生徒の育成「本太中ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ」の推進 
２ 自ら心身を鍛え、安全で健康的な生活ができる生徒の育成 
３ 社会に開かれた教育課程の推進 
４ 学校教育目標の具現化に取り組む教師の育成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月８日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

学力向上について〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査では、国語、数学とも

に全国、市平均と比べ良好な結果である。 

〇プロジェクターの設置、一人一台タブレットの

実現など、ICT を活かした学び（ハード面）が充

実してきている。 

〈課題〉 

〇全国学力・学習状況調査の結果を分析すると、

総合的な学習の時間等で、自分で課題を立てて

情報を集め整理し、調べたことを発表するなど

の学習活動に取り組んでいるが、全国平均と比

べ、まだ数値を上げる余地がある。 

〇生徒の個別最適な学びや協働的な学びをより充

実させることが課題である。 

・学力向上の土

台となる学びの

環境整備と授業

改善 

 

①ユニバーサルデザインを意識した教室

環境の整備で、授業の分かりやすさを

より高める。（黒板へのホワイトボー

ドの設置と刺激量の調整） 

②全国学力・学習状況調査の結果を基

に、市教委による学力向上カウンセリ

ング訪問で自校の課題を解決する。 

①定期的な授業参観で、黒板の刺激量の

調整や板書の構造化を指導し、常に最善

の状況を整えている。 

②市教委による学力向上カウンセリング

訪問を受け把握した自校の課題を解決す

る方策を検討し、実行できている。 

①黒板の刺激量を減らすために、連絡事項等の

掲示は黒板にせず、気が散らない、シンプルな

黒板で授業に集中できるようになった。 

②１月上旬に学力向上カウンセリング訪問を受

け、本校の課題を何点か指摘され、それに対

する対応方策を教科会ごとに検討し、実行に

移すことができた。 
 

B 

①ユニバーサルデザインのさらなる整

備のため、学習課題の明記や教室前面

の掲示物の整理などを行っていく。 

②学力向上カウンセリングを、今年度

より早い時期に実施し、課題解決策を

検討できるようにする。 

 

・ユニバーサルデザインの配慮

は、授業中に生徒の集中力を高

めるためにも基本的で大切なこ

とである。 

・生徒一人ひとりが夢を持ち、

目の前の授業がその夢につなが

っていることを意識しながら学

べるようにさせることが大切。

そうすれば、学びがもっとわく

わくドキドキするものになる。 

・生徒にとって勉強と部活の両

立は大変だと思うが、心身を鍛

えるチャンスと受け止め、前向

きに挑んでほしい。 

・実社会で新し

い価値を創造す

る力を育成でき

る「本太中 STEAM 

S TIME」の実施 

 

①「本太中 STEAMS TIME」で、実社会で

新しい価値の創造につながるような課題

を設定し、社会で活きる知識の習得、活

用、探究を目指す。②複数の教科で共通

の単元課題を設定し、生徒が教科横断的

に知識を活用できるように促す。 

①研究課題に係る STEAMS アンケートに

おいて、実社会との関連の気付きに肯定

的な回答をする生徒が 85%以上になる。

②上記のアンケートで肯定的な回答をし

た生徒のうち、さらに課題解決方法を予

想し取り組むと肯定的に答える生徒が

70%以上になる。 

①研究課題に係る STEAMS アンケートにおい

て、実社会との関連の気付きに肯定的な回答

をする生徒が 87%になり、指標を達成した。 

②課題解決方法を予想し取り組むと肯定的に

答える生徒が 86%以上になり、指標を達成し

た。 

A 

①「本太中版 STEAMS TIME」２年目と

なる次年度は、今年度の課題をより発

展させることとプログラミング教育の

さらなる充実を図る。 

②教科横断的な実践について、研究推

進委員会で方策を検討し、さいたま市

で研究発表を行う。 
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安心・安全に関する取組〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査において、「学校に行

くのが楽しい」の質問に肯定的な回答をした生徒

の割合が、全国平均を上回っている。 

〇新型コロナウイルスの影響で「勉強について不

安を感じていた 計画的に学習を続けることがで

きた 規則正しい生活を送っていた」ことに課題

を持つ生徒が、全国平均と比べ少ないがいる。 

〈課題〉 

〇コロナ禍によるストレスや不透明感、生活の変

化が生徒の心身に与える影響が大きいことから、

今後も生徒一人ひとりの状況を的確に把握し、適

切なタイミングで組織的に支援・相談していく体

制、仕組みづくりが課題である。 

〇校舎の老朽化や校庭の樹木の成長が進み、教職

員の安全点検の結果をすぐに改善することが、困

難である。 

・生徒が安全な

生活を過ごせる

校内の施設設備

の点検、校内環

境美化の推進 

 

 

①定期的な安全点検と危険個所への速や

かな対応のため、市教委への報告、連

絡、相談を密にする。 

②事務室と連携し予算委員会を実施し、

全校で課題を明確にし、安全の観点から

案件を順位付けし、逐次解決を図る。 

③校内の整理整頓と不要物の片付け。ゴ

ミ等の分別のルール徹底を図る。 

①安全確保の観点から修繕の順位付け

を行い、確実に修繕を行なっている。 

②学校自己評価に係る生徒アンケートに

おいて、環境美化に対し肯定的評価をす

る生徒の割合が 85%以上になる。 

①安全点検で傷みが発見された樹木は、倒木

を防ぐため最優先に対応する、施設の老朽化

については、来年度のリフレッシュ工事を待

つ等、対応にメリハリを持つことができた。 

②学校自己評価に係る生徒アンケートにおい

て、学校の環境美化に対する肯定的評価は 85%

で指標を達成した。整美委員会による落ち葉

掃き等、生徒も環境美化に貢献もできた。 

B 

①体育館と武道館のリフレッシュ工事

が行われるので、安全かつ生徒の学習

に支障が出ないよう努める。通信環境

の改善を市教委に強く呼びかける。 

②清掃時間の確保に最大限努め、生徒

が美しい環境で学習できるようにす

る。リフレッシュした体育館と武道館

の良い状況を保てるように努める。 

 

・生徒・保護者アンケートにお

いて、「学校が楽しい」という

質問項目に肯定的に回答した割

合が高いことは、大変素晴らし

い。 

・登下校の安全確保について、

昨今の事件も踏まえて、心配な

点もある。地域でも見守りをし

ていきたい。しかし、生徒と地

域の大人が互いに顔見知りでな

いと、声を掛けづらい現状もあ

る。生徒と地域の大人をつなげ

る工夫を、今後、共に考えてい

きたい。 

・生徒一人ひと

りの細やかな教

育支援・相談に

向けた校内体制

の充実 

 

 

 

①各学期の初めに「心と生活のアンケー

ト」を実施し生徒の不安やいじめに係る

悩みをつかむ。また毎日の生活記録ノー

トや定期的ないじめアンケートで日常の

生徒の悩みや不安へのアンテナを高くす

る。 

②生徒指導・教育相談委員会や学年生徒

指導体制を活かし、組織的に問題解決を

図る。 

①学校自己評価に係る生徒アンケートに

おいて「学校が楽しいか」「先生は相談

に適切に対応しているか」に肯定的評価

をする生徒の割合が 85%以上になる。 

②学校自己評価に係る教員アンケ―トに

おいて、生徒指導や教育相談に関連する

６項目において、肯定的評価をする教員

の割合が 85％以上になる。 

①学校自己評価に係る生徒アンケートにおい

て「学校が楽しいか」は 94％、「先生は相談

に適切に対応しているか」は 89％の肯定的評

価があり、共に指標を達成した。 

②学校自己評価に係る教員アンケ―トにおい

て、生徒指導や教育相談に関連する６項目に

おいて、肯定的評価をする教員の割合はすべ

て 85％以上になり指標を達成した。 

A 

①いじめ等の心の悩みに常にアンテナ

を高くし、学校として組織的かつ迅速

に対応できるよう心掛け、家庭と協力

して解決できるように努める。 

②教員はもちろん、スクールカウンセ

ラーやさわやか相談員、アシスタント

ティーチャー等、教育相談に関わる多

方面の視点や手段で、悩みを持つ生徒

に寄り添い支える体制をつくる。 

3 

開かれた学校づくりに関する取組〈現状〉 

本校は昨年度、学校運営協議会を立ち上げてい

る。昨年度は「今、生徒に付けさせたい力」につ

いて熟議を行い、生徒が豊かな心を持って、社会

で自立できる力を地域全体で育てていくことを共

有できた。 

〈課題〉 

〇学校運営協議会で共有した目指す生徒の姿を、

家庭や地域に広め、地域に住み、地域に集う全て

の人々と共有できるようにする。また、生徒に育

てたい力についてさらに熟議を行い、その実現に

向け、学校経営方針に活かしていく。 

〇地域の方の学校施設利用について、継続的な行

動に向けた新しい一歩を踏み出していく。 

・目指す生徒像

を学校運営協議

会でより進めて

いくための会議

運営の工夫。 

 

①学校運営協議会の熟議を工夫し（生徒

の参加等）教育活動に活かす（3 回）

②HP や学校だよりで教育活動や生徒の

様 子 を 効 果 的 に 伝 え る （ 毎 月 ）    

③地域ボランティア活動への生徒参加を

呼びかける（各行事） 

①学校自己評価に係る保護者アンケート

で、学校の情報発信が積極的であると

回答する割合が 80％以上になる。 

②学校自己評価に係る保護者アンケート

で、学校が保護者や地域と協力し合っ

て教育活動を進めていると回答する割

合が 80%以上になる。 

①学校自己評価に係る保護者アンケートで、

学校の情報発信が積極的であると回答する

割合が 90％になり指標を達成した。 

②学校自己評価に係る保護者アンケートで、

学校が保護者や地域と協力し合って教育活

動を進めていると回答する割合が 86 になり

指標を達成した。 

A 

新型コロナウイルスの蔓延によって困

難だった保護者への学校の公開を、今

後の感染状況に十分注意しながら、行

っていく。また、学校運営協議会で

様々な意見をいただけるように努め、

学校運営に積極的に活かしていく。 

 

・学校評価の「学校・保護者・

地域の連携」の項目で、肯定的

な評価が保護者・生徒ともに

80％以上は、素晴らしい。 

・授業においてアウトプットす

る機会を増やすため、土曜授業

公開日で、子どもたちが保護者

や地域の方々にプレゼン等を行

い、評価していただく機会があ

ってもよいと思う。 

・学校だよりは、情報量がとて

も多いので、嬉しい。 

・学校施設の地

域開放につなが

る取組に向けた

「学校体育施設

の有効活用推進

事業」（スポー

ツ庁）の策定と

行動 

①「学校体育施設の有効活用推進事業」

として浦和スポーツクラブやさいたま

市教育委員会と学校体育施設の有効活

用プランの策定に協力する。 

②策定したプランに基づき、浦和スポー

ツクラブ、さいたま市教育委員会と協

働した取組を行う。 

〇新事業が立ち上がり、学校施設の新

しい貸し出しを行い、今後に向けた課

題を確認することができる。 

スポーツ庁の「学校体育施設の有効活用推進

事業」として浦和スポーツクラブやさいたま

市教育委員会と学校体育施設の有効活用プラ

ンの策定に協力し、テニスコートと武道館の

活用を 2 学期途中から行い、地域への広報や

アプリを使った予約システムの構築、緊急対

応への備えやスポーツ教室の実施等、様々に

試すことができた。 

A 

リフレッシュ工事が武道館で行われる

等、学校施設の有効活用の上で見通し

が立ちにくい次年度、生徒の授業や部

活動と両立させながら、「学校体育施

設の有効活用推進事業」をどう活かし

ていくか検討を進める。 

4 

教職員の資質向上に関する取組〈現状〉 

さいたま市教育委員会より、さいたま STEAMS 教

育の研究指定を受け、学校課題「未来を見据え、

よりよく生きる生徒の育成～実社会で新しい価値

を生み出す力の育成～」の実現のため、校内研究

推進委員会が中心となって、研究授業を行うな

ど、組織的に研鑽を重ねている。 

〈課題〉 

研究成果の発表ため、今年度の 11 月に研究発表

会を予定している。本市のすべての学校で始まる

「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ」のたたき台になるよ

うな、生徒に実社会で創造的な力を発揮できる力

を育成できる研究成果を示すことが課題である。 

・さいたま

STEAMS 教育の充

実のため、組織

的な校内研修の

実施と研究成果

の発表 

 

①年間を通じ、さいたま STEAMS 教育の

研究及び発表内容について、研究推進委

員会を定期的に実施する。 

②１学期の計画訪問で、全教員が教科横

断的な学習の研究授業を実施する。  

③さいたま市を対象とした２学期の研究

発表会で、1 学年は SDGｓ、２学年は防

災、３学年は宇宙をテーマとした本太中

STEAMS TIME を発表し成果を示す。 

④研究のテーマに即した生徒アンケート

を 5 月、11 月、令和 5年 2 月に行い、

研究の進捗状況を確認する。 

①学校自己評価に係る教職員アンケート

で、校内研修の肯定的評価が 9 割以上に

なる。 

②さいたま STEAMS 教育に係る生徒アン

ケートで、ねらいの達成に係る質問に対

する肯定的評価が 8 割以上になる。 

 

①11 月の研究発表を一つの到達点として、定

期的に研究推進委員会を行う、先進校の視察

を行う、職員全体研修でそれまでの学びを共

有する等、研修の充実に努め、学校自己評価

に係る教職員アンケートでは、校内研修の肯

定的評価が 3 項目全て 9 割以上となり指標を

達成した。 

②理数系の学びの成果を軸に、各教科の枠を

取り払い、探究的な活動を推進することがで

きた。授業後に行ったさいたま STEAMS 教育に

係る生徒アンケートで、ねらいの達成に係る

質問に対する肯定的評価がすべての学年で８

割以上であった。 

A 

本校は次年度、さいたま市教育委員会

より「教科等横断的な視点に立った資

質・能力の育成についての研究」の指

定を受けている。今年度の探究的な学

習の成果を土台に、新しい課題につい

て研究を深め、校内全体で共有してい

きたい。その際、ICT を積極的に活用

し、生徒に主体的・対話的な深い学び

の授業を行うことで、生徒の学習意欲

をさらに高め、社会で新しい価値を創

造する力を育んでいきたい。 

 

・本太中 STEAMS TIME に、生徒

たちは楽しそうに取り組んでい

た。 

・中学校の研究発表に小学校の

先生が見に来ていたのは良い。

教職員の資質向上のためには、

小・中学校の連携を密にする必

要がある。 

・教職員の資質向上と教職員の

働き方改革のバランスが難し

い。子どもたちと元気に関わる

教職員は元気でなければいけな

い。 

 


